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2023年度歴史地震研究会 第 2回幹事会議事録 

 

場所:オンライン会議 

日時:2023年 12月 19日(火) 17:00～18:30 

出席者:佐竹(会長)，松浦(旧会長・新行事)，蝦名(副会長)，堀川(旧副会長)，石辺(財政)，諸井(旧財政・

新監査)，萬年(行事)，加納(編集出版)，室谷(広報)，植竹(監査)，大邑(総務) 

 

1. 入退会者の承認及び 2023年度会費受取状況（2023年 8月 10日～2023年 12月 18日）（財政） 

 新規入会者 0名，2023年度末退会者 1名，2022年度休会者 0名，休会・除名からの復活 0名，2023

年度会員特典停止からの復活 4名 

→承認（現会員総数 252名） 

 登録内容変更 1名 

 2022年度会費受取状況 251名 

 2023年度会費 208名(未納 44名)，2024年度会費 2名 納入済 

 会費未納会員の会誌への投稿について →2023年度分を督促することを決定 

 

2. 小田原大会の報告（財政・行事） 

 参加者 115名 (+功績賞受賞者 1名)，懇親会参加者 55名．懇親会(学生)6名，巡検参加者 45名，  

 小田原大会の収支を確認（収入 876,466円，支出 819,665円，収支差額 56,801円） 

 

3. 役員および委員名簿の確認（総務） 

 新役員・委員の名簿を確認 

 

4. 「歴史地震」39号の編集について（編集出版） 

 投稿状況：論説 15，資料 4，報告 4，要旨 36，総頁数 273（予定） 

 今週中に査読者に原稿が回る予定 

 4月上旬に受理に至らなかった場合は却下もしくは次年度となる 

 12月 8日に編集出版委員会でオンライン会議を実施し編集方針について確認と意見交換を行った 

 次回の会議は 2月～3月に実施予定（見積もりと業者の決定） 

 38号の Web公開については PDFファイルと目次データを広報担当に送付する予定である 

 編集規定の非会員の投稿の扱いについて(第 3条)議論 

→第 3条の「また，会員以外からの投稿も適宜受け付ける．」を削除することを検討 

→編集規定の変更については編集委員会に諮り次回以降の幹事会で議論することを確認 

 

5. 2024年大会について（新行事） 

 長野県木曽町において 2024年 9月 13，14，15日に開催の方針 

 会場は木曽福島駅の近くの木曽町文化交流センターを予定 

 宿泊施設が少なく 3連休であることもふまえ，地元への負担を考慮して「おんたけ休暇村」を宿泊

施設(約 70名)とし同施設で懇親会も実施（会場への無料送迎あり） 

 各方面への共催申請については検討中 

 15日公開講演会 (巡検の一部)は王滝村公民館を使用 →使用願い・共催依頼を提出する予定 

 宿の予約(支払い)を含めた参加申込みを 5月末締め切りとする予定 

 例年と異なるため第一報を早めに出すことを確認 

 仲介については観光協会にお願いする予定 

 

6. 広報活動について（広報） 
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 各メーリングリストの管理・編集・追加を実施 

 ホームページの更新(小田原大会の終了・2024年大会の告知・幹事委員名簿の変更ほか) 

 webmaster宛メールへの対応 2件(取材申込み，大会欠席後の参加費について)  

 mem_hesメーリングリストの不達などの整理について議論 

→メールアドレスと会員名の対応が不明なものなどについて突合作業を進める 

 

7. その他 

 論文の図の使用申請について 2件 

 会誌投稿受付のメールアドレスの加除について 

 幹事会メーリスの加除について 

 インボイス対応について 

→大会参加費には消費税が入っていない旨を領収書に明記すること，本会が非課税団体であるこ

とを HPに掲載することを検討 

→インボイス番号の取得については継続審議とすることを確認 

 

○次回幹事会は 4月以降の予定 (オンライン開催) 

以上 


